
水産関係公共事業に係る老朽化対策について
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老朽化による倒壊

南防波堤が倒壊すると、静穏度が悪化し遠別漁港を利用できなくなるため、代替港として近隣の天塩港を利用する。
このため、復旧までの２年間は遠別港と天塩港の移動経費が増加する。

移動経費の増加

令和２年度第１回事業評価技術検討会における便益の計上

計上便益
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静穏度の悪化により、遠別漁
港で休けい出来なくなり、遠
方の天塩港を利用する

南防波堤

老朽化が著しい施設を予防保全することで漁港機能が維持される

倒壊後、復旧することで漁港機能が維持される

老朽化対策

復旧
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水産関係公共事業に係る老朽化対策について

令和２年度第１回事業評価技術検討会における指摘

・老朽化により機能が喪失する前に、対策を行うことで復旧は不要となるため、
その復旧に係る費用は便益として計上できるのではないか。

・今回の事例では、老朽化した防波堤を新しいものに造り変えることとしているが、
この場合、供用期間中、その便益が発生し続けると理解するのが普通である。

・復旧費を計上しない場合、多くの漁港で更新できなくなる懸念がある。

漁港施設の老朽化対策を実施する場合の事業効果（費用対効果）の適切な算定にあたり、

〇 他分野の公共事業における老朽化対策について、費用対効果分析への反映方法の情
報収集、整理

〇 モデル地区における試算・検証、費用対効果分析ガイドラインの見直し案の検討

を実施し、年度末の事業評価技術検討会で報告予定。

令和３年度の対応方針
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